
技
術
に
よ
る
大
惨
事
に
よ
っ
て
、
世
界

中
の
人
々
の
暮
ら
し
や
居
住
地
域
が
危

候
変
動
、
資
源
の
枯
渇
と
配
分

を
巡
る
戦
争
、
あ
る
い
は
科
学

気
エコシティ・国際キャンパス
ヴュンスドルフ

エクハルト・ハーン  Ekhart Hahn

ドルトムント大学名誉教授、都市計画課。1983年より、ベルリ
ン再開発・環境調和型都市研究所所長、エコシティ研究所所長を
歴任。1998年にドルトムント大学都市生態学教授に就任し、以降、
EU環境部会アドバイザーなど、国際的環境プロジェクトの要職
を務める。日本では、三重県鈴鹿市のNPO法人「えこびれっじ
ネット日本GEN–Japan」の活動や、東北での復興支援にも携わる。

二
一
世
紀
の
課
題

気
候
変
動
と
難
民

　
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
都
市
が
再
び
、

地
域
と
地
域
資
源
と
循
環
経
済
に
言
及

す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
現
代
の
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、水
、食
料
、原
材
料

の
輸
入
へ
の
依
存
度
を
大
幅
に
減
少
さ

せ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
自
給
自
足
、
自

立
、
自
決
力
を
強
化
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
他
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
物
資

を
独
占
す
る
都
市
の
あ
り
方
に
別
れ
を

告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
自

立
分
散
型
の
細
胞
都
市
（
訳
註
＝
あ
た

か
も
都
市
が
生
き
物
の
細
胞
の
よ
う
に

機
能
す
る
都
市
）
の
構
造
に
立
ち
返
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
廃
棄
物
や

温
室
効
果
ガ
ス
、
大
気
・
水
お
よ
び
土

壌
な
ど
の
汚
染
の
発
生
、
そ
し
て
原
材

料
や
製
品
が
無
意
味
に
地
球
規
模
で
移

動
し
て
い
る
現
状
を
、
改
善
な
い
し
は

根
底
か
ら
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

や
村
で
も
さ
ら
に
新
し
い
仕
事
を
生
み

出
す
。
そ
こ
で
は
住
民
は
「
プ
ロ
シ
ュ

ー
マ
ー
」
に
な
る
、
つ
ま
り
生
産
者
で

あ
り
同
時
に
消
費
者
と
い
う
存
在
で
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
地

域
内
解
決
）
は
、

の
一
七
の

目
標
に
従
っ
て
、
自
分
た
ち
の
将
来
の

た
め
に
、
地
域
を
効
果
的
に
再
設
計
す

る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る
。
社
会

的
・
文
化
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
と
り

わ
け
難
民
が
公
平
な
職
業
訓
練
の
機
会

を
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ

は
、
特
に
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と

っ
て
大
き
な
挑
戦
で
も
あ
る
。

険
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
危
機

に
瀕
し
た
多
く
の
地
域
で
、
い
か
に
し

て
生
き
残
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、

い
ま
も
何
百
万
も
の
人
々
が
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
と
、
二

〇
一
七
年
に
は
七
〇
〇
〇
万
人
だ
っ
た

難
民
も
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
最
大
四

億
人
以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
世
界
の
他
の
地
域
で
難
民
を
受
け

入
れ
て
解
決
し
よ
う
に
も
、
そ
の
レ
ベ

ル
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
地
域
で

生
じ
た
問
題
は
、
そ
の
地
域
だ
け
で
な

く
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
人
々
と
共
に

解
決
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
は
明
ら
か

だ
。
今
日
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き

た
、
世
界
の
豊
か
な
地
域
で
さ
え
、
い

ま
や
そ
の
影
響
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。

　
二
〇
一
五
年
、
国
連
総
会
は
二
〇
三

〇
年
ま
で
の
一
五
年
間
の
方
向
性
と
行

動
の
要
件
と
し
て
、「

　
世

界
の
未
来
を
変
え
る
た
め
の
一
七
の
目

標
」
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
経
済
・
社

会
そ
し
て
生
態
学
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
総
合
的
に
配
慮
さ
れ
た
持
続
可
能
な

開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
開
発
さ
れ
て
き
た
革
新
的

な
技
術
と
戦
略
は
、
持
続
可
能
で
有
意

義
な
社
会
変
革
を
す
で
に
可
能
に
す
る

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
分
散
型
の
供
給
、
栄
養
や
水

と
物
質
の
循
環
な
ど
地
域
に
根
差
し
た

柔
軟
な
事
例
が
あ
る
一
方
で
、
よ
り
包

括
的
な
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か
ご

（
訳
註
＝
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
完
全
循

環
型
の
意
味
）」
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
が
す
で
に
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ

う
し
た
飛
躍
的
進
歩
は
、
新
た
に
地
域

経
済
に
付
加
価
値
を
生
み
出
す
。
同
時

に
未
来
の
自
立
分
散
型
に
つ
な
が
る
町

「
エ
コ
シ
テ
ィ
・
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
」（
以
下
「
ヴ
ュ
ン
ス

ド
ル
フ
」）は
、以
上
述
べ
た
原
則
に
従

っ
て
建
設
さ
れ
る
、
世
界
初
の
エ
コ
型

未
来
都
市
で
あ
る
。
そ
こ
は
自
立
分
散

型
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
る
都
市
と
農

村
の
生
き
た
実
験
室
で
あ
り
、
モ
デ
ル

で
も
あ
り
、
世
界
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
も
な
る
。
近
距
離
に
活
気

に
満
ち
た
暮
ら
し
と
仕
事
が
あ
り
、
ど

ん
な
都
市
機
能
に
も
徒
歩
ま
た
は
自
転

未
来
は
都
市
で
決
ま
る

世
界
初
の
エコ
未
来
都
市

ロ
ー
カ
ルソ
リュー
ション
・

ル
ネ
サ
ン
ス

エコシティ・国際キャンパス
ヴュンスドルフ

エコシティ・国際キャン
パス「ヴュンスドルフ」
の構想
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シ
テ
ィ
は
、
再
生
可
能
な
都
市
開
発
の

た
め
の
モ
デ
ル
都
市
で
あ
り
、
生
き
た

実
験
室
と
な
る
。

の
目
標
11

の
中
心
を
な
す
の
は
、
我
々
の
居
住
空

間
を
よ
り
一
体
型
で
安
全
か
つ
持
続
可

能
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

目
標
は
、
我
々
今
後
数
十
年
間
に
わ
た

る
人
類
社
会
の
生
き
残
り
を
か
け
る
た

め
に
も
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
エ
コ
シ
テ
ィ
で
は
、
技
術
的
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
分
野
に
お
い

て
、
持
続
可
能
な
都
市
開
発
の
た
め
の

最
新
科
学
が
実
践
さ
れ
る
。
最
先
端
の

芸
術
的
環
境
的
な
技
術
と
そ
れ
ら
の
理

念
は
、
都
市
全
体
で
実
施
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
や
企
業
と
の
教

育
や
研
究
の
実
践
に
お
い
て
さ
ら
に
発

展
し
、
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
を
超
え
て
各

地
で
共
有
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
以
下
に
、
エ
コ
シ
テ
ィ
に
お
け
る
中

心
的
な
理
念
を
紹
介
し
た
い
。

分
散
と
地
域
循
環

　
持
続
可
能
で
、
循
環
と
分
散
、
そ
し

て
地
域
内
で
相
互
に
つ
な
が
り
合
っ
た

都
市
構
造
の
た
め
の
新
し
い
試
み
は
、

る
。
こ
れ
に
よ
り
環
境
の
問
題
が
、
遠

く
抽
象
的
な
も
の
か
ら
、
日
常
生
活
の

具
体
的
な
要
素
と
な
り
、
エ
コ
シ
テ
ィ

の
環
境
へ
の
影
響
を
直
接
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
地
球
規
模
の
気
候
変
動

に
直
面
し
な
が
ら
、
漠
然
と
し
た
脅
威

を
抱
い
た
ま
ま
暮
ら
す
の
で
は
な
く
、

「
郊
外
細
胞
」の
居
住
者
は
、日
常
的
に

具
体
的
な
可
能
性
と
解
決
策
を
自
分
達

の
責
任
で
自
由
に
実
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
次
に
、
エ
コ
シ
テ
ィ
が
形
成
す
る
上

で
重
要
と
な
る
三
つ
の
原
則
を
上
げ
て

お
き
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

　
エ
コ
シ
テ
ィ
は
地
元
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
活
用
す
る
。
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
屋
根
と
部
分
的
に
は
建
物
の

フ
ァ
サ
ー
ド
で
も
生
産
さ
れ
る
。
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
周
辺
地
域
で
生
産
さ
れ
、

バ
イ
オ
マ
ス
も
豊
富
に
利
用
で
き
る
。

ン
ス
ド
ル
フ
で
は
、
地
域
と
世
界
の
情

報
や
実
践
が
絶
え
間
な
く
交
流
す
る
中

で
、
開
か
れ
た
学
習
の
場
が
創
出
さ
れ

る
。
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
は
、
こ
こ
で
得

ら
れ
た
知
識
を
、
各
地
に
広
め
る
た
め

の
モ
デ
ル
で
あ
り
出
発
点
と
な
る

　
ベ
ル
リ
ン
の
南
お
よ
そ
四
〇
キ
ロ
、

人
口
六
二
〇
〇
人
の
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ

は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ゾ
ッ
セ
ン

市
の
一
部
で
あ
る
。
す
で
に
帝
国
時
代

か
ら
冷
戦
終
結
ま
で
の
間
、
ド
イ
ツ
で

最
も
重
要
な
軍
事
用
地
で
あ
っ
た
。
一

ン
ス
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

生
態
都
市
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
、
実

証
実
験
や
研
修
の
た
め
の
都
市
と
し
て
、

ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
は
、
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
原
動
力
と
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
や

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
と
一
体
と
な
っ

た
環
境
調
和
型
の
モ
デ
ル
地
域
の
中
核

と
な
る
だ
ろ
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
を
成
す
エ
コ

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
潜
在
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
テ
ラ
プ
レ
タ
（
訳

註
＝
黒
い
土
の
意
味
で
、
ア
マ
ゾ
ン
川

流
域
で
発
見
さ
れ
た
古
代
の
生
産
性
の

あ
る
土
、
炭
化
土
）
の
生
産
に
お
け
る

熱
分
解
プ
ロ
セ
ス
は
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
熱
電
併
給
（

）
プ
ラ
ン

ト
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
一
体
型
に
統
合
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
分
散
さ
れ
蓄
積

さ
れ
、
資
源
保
存
シ
ス
テ
ム
を
含
む
市

全
体
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

で
制
御
さ
れ
て
、
個
々
に
分
配
さ
れ

る
。
こ
の
電
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
住

民
、
学
生
、
そ
し
て
訪
問
者
の
た
め
に
、

座
学
と
具
体
的
な
実
学
と
い
う
二
元
的

な
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
構
築
さ
れ
、

さ
ら
に
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
か
ら
ゾ
ー
セ

ン
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
接
続
で

き
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統

合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
念
が
緻
密
に

開
発
さ
れ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
だ
ろ
う
。

効
率
的
な
水
循
環

　
深
刻
な
水
不
足
が
進
行
す
る
な
か
で
、

こ
の
エ
コ
シ
テ
ィ
で
試
験
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
理
念
に
は
、
地
域
で
利

用
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地

域
に
お
け
る
食
料
生
産
の
た
め
の
水
と

栄
養
素
の
地
域
内
循
環
、
土
壌
改
良
、

積
極
的
な
気
候
対
策
、
革
新
的
な
交
通

と
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
理
念
等
、

幅
広
い
規
模
で
の
自
立
性
が
含
ま
れ
る
。

新
し
い
郊
外
の
再
生

　
エ
コ
シ
テ
ィ
は
、「
郊
外
細
胞
」
と

い
う
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
原
則
を
基
礎
と

し
て
い
る
。
エ
コ
シ
テ
ィ
の
住
宅
地
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、
お
よ
び
物
質
が
循

環
す
る
、
地
域
の
「
ブ
ル
ー
と
グ
リ
ー

ン
」
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
統
合
さ
れ
る
。

清
潔
で
未
来
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

基
盤
は
、
柔
軟
な
回
復
力
を
も
つ
分
散

型
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。

暮
ら
し
の
中
の
環
境
主
義

　
イ
ン
フ
ラ
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
シ
テ

ィ
の
「
郊
外
細
胞
」
で
の
暮
ら
し
も
持

続
可
能
に
組
織
さ
れ
る
。
住
民
は
、
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
の
循
環
の
中

で
「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
」（
前
出
）
に
な

車
で
い
け
る
距
離
で
魅
力
的
に
つ
な
が

る
よ
う
な
、
合
理
的
な
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
フ
ラ
を
備
え
て
い
る
。

　
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
の
主
な
住
民
は
、

最
大
一
万
人
の
研
修
生
で
あ
る
。
世
界

各
地
か
ら
の
難
民
や
、
ド
イ
ツ
あ
る
い

は
他
の

諸
国
か
ら
訪
れ
た
市
民
た

ち
が
、
細
胞
都
市
の
開
発
の
理
念
と
技

術
を
共
に
学
ぶ
。
彼
ら
は
世
界
各
地
の

教
師
、
実
務
家
、
非
営
利
市
民
団
体
、

そ
し
て
財
団
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

ノ
ウ
ハ
ウ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。 

ヴ
ュ

九
九
三
年
の
ソ
ビ
エ
ト
軍
の
撤
退
以
来
、

八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
の
、
か
つ
て

の
「
立
ち
入
り
禁
止
都
市
」
の
中
心
に

は
、
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
建
物

以
外
に
は
、
現
在
何
も
見
当
た
ら
な
い
。

ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
が
イ
ン
フ
ラ
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

は
格
好
の
条
件
を
有
し
て
い
る
。
そ
し

て
我
々
の
時
代
の
、
未
来
へ
の
最
も
切

迫
し
た
問
題
に
も
、
解
決
策
を
提
供
で

き
る
モ
デ
ル
都
市
に
姿
を
変
え
る
チ
ャ

生
き
た
実
験
室
と
し
て
の

エコ
シ
テ
ィ

エコ
シ
テ
ィの
主
な
原
則

①エコシティ
「細胞」という革新的な居住構造の基本コンセプトは、
そこで暮らす住民によって、体系的に実施され、試験さ
れ、教えられ、生かされる。その本質的な要素は、高度
に開発されたエコロジカルな建設方法、持続可能な都市
インフラ、持続可能なエネルギー供給、水と物質の地域
内循環、地域での食料生産、カーボンニュートラルによ
る移動、地域経済の考え方である。

②エコステーション
　エコシティの中心部であると同時に地域のエネルギー
供給、水および物質循環の中心がエコステーションであ
る。水と栄養の循環は、その中央に配置された供給およ
び処分のためのインフラによって行われる。必要不可欠
な技術インフラであるだけでなく、学生、研究者、そし
て一般の人々にとってコミュニケーションと学習を経験
できる場所になる。

③緑の帯
　エコシティの中心部で背骨のように蛇行している緑地
は、果物の木、野菜、ハーブ、果実の生い茂った高レベ
ルな生産的緑地となる。中央の池は自然本来の美しさを
提供できるようデザインされ、同時に微気候を強力に調
整しながら、生物学的に水質を処理管理できる。

④キャンパスシティ
　エコシティは同時にキャンパスとしても機能する。そ
れは、共同住宅、共同教育、共同作業、および共同創造
の原則を体現したものである。このキャンパスは、世界
各地の危機地域、ドイツ、EU各国からやってきた一万
人の学生の住まいでもあり、学び舎になるだろう。彼ら
はドイツ教育の二元システム［学校教育と職場での訓練
が融合したドイツの教育システム］により、理論と実務
を同時に学ぶことになる。生態学的原則に従って都市を
建設し維持することは、教育の重要な側面となるだろう。

⑤国際アカデミー
　エコシティの経験を、危機地域を含めた世界各地と共
有することを目的とする国際アカデミーは、科学、政治、
ビジネスおよび芸術分野の専門家たちとの協力と交流を
実現する広場としても機能する。もう一つの機能は、エ
コロジカルな居住空間づくりのプロジェクトが体系的に
推進されるような、キャンパス・エコシティの世界的な
ネットワークの始まりでもある。

ヴュンスドルフを構成する5つのプロジェクト

エコシティ・国際キャンパス
ヴュンスドルフ
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持
続
可
能
な
節
水
と
水
循
環
の
考
え
方

が
エ
コ
シ
テ
ィ
で
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
雨
水
や
、
軽
度
な
汚
れ
の
「
中

水
」、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
の
「
汚
水
」、

地
下
水
お
よ
び
地
表
水
な
ど
、
利
用
し

う
る
す
べ
て
の
地
域
の
水
源
を
利
用
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
水

は
、
都
市
農
業
、
肥
沃
な
テ
ラ
プ
レ
タ

土
壌
の
生
産
、
公
園
や
庭
園
で
の
灌
漑
、

冷
却
と
微
気
候
の
改
善
、
そ
し
て
開
放

的
に
街
を
蛇
行
す
る
水
路
、
池
、
遊
び

場
な
ど
の
遊
び
心
の
あ
る
要
素
と
し
て

も
使
わ
れ
る
。

　
目
標
は
、
外
部
か
ら
の
水
の
供
給
に

頼
ら
ず
に
、
細
胞
の
よ
う
な
再
生
可
能

な
都
市
有
機
体
を
構
築
す
る
こ
と
が
、

ど
の
よ
う
に
、
そ
し
て
ど
ん
な
技
術
や

概
念
で
実
現
で
き
る
か
を
実
証
す
る
こ

と
で
あ
る
。

栄
養
分
の
循
環
と
食
料
生
産

　
エ
コ
シ
テ
ィ
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
都
市
緑
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
食
料

生
産
が
行
わ
れ
、
畑
や
温
室
が
学
び
の

場
と
し
て
使
わ
れ
る
。
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ

ク
ス
シ
ス
テ
ム
で
魚
も
飼
育
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
生
産
さ
れ
た
も
の
は
、

都
市
で
直
接
販
売
さ
れ
た
り
、
加
工
に

用
い
ら
れ
る
。
食
料
自
立
を
促
進
す
る

た
め
に
、
地
域
の
周
辺
の
有
機
農
家
と

の
協
力
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、

別
の
方
法
と
し
て
は
、
地
域
か
ら
生
産

に
必
要
な
土
地
を
借
り
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
テ
ラ
プ
レ
タ
の
生
産
と
使

用
に
よ
る
土
壌
改
良
は
重
要
な
役
割
を

担
う
。
こ
の
過
程
で
、
廃
水
や
そ
の
他

の
生
物
学
的
廃
棄
物
は
肥
沃
度
の
高
い

土
壌
改
良
剤
に
変
換
さ
れ
る
。
以
上
ま

と
め
る
と
、
さ
ら
な
る
多
様
な
環
境
的

お
よ
び
社
会
的
機
能
を
備
え
た
、
新
し

い
生
産
性
の
高
い
農
業
都
市
シ
ス
テ
ム

が
創
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
シ

テ
ィ
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、難
民
、ド
イ

ツ
国
民
、
そ
し
て
他
の

市
民
が
共

可
能
都
市
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
、
教
育
、
資
格
化
、
日
常
生
活

と
仕
事
の
統
合
化
を
通
し
て
大
き
く
改

善
さ
れ
る
。
難
民
自
身
が
持
つ
文
化
や
、

危
機
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
の
実
際
の

生
活
体
験
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
た
め
に
も
、
新
た
な
環
境
解
決
策
や

危
機
的
状
況
に
あ
る
地
域
へ
の
帰
還
の

た
め
に
も
有
益
で
あ
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
は
、
市

民
社
会
と
の
接
点
と
し
て
機
能
す
る
。

都
市
と
そ
の
運
営
は
、
透
明
な
方
法
で

意
識
的
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
訪
問
者

に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
も
の
と

な
る
。
仕
事
や
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
直
接
の
関
与
以
外
に
も
、
市
民
や
利

害
関
係
者
の
参
加
の
た
め
の
多
く
の
機

会
が
あ
る
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
の
核
と
な

る
原
則
は
以
下
の
通
り
。

コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
海
外
出
身
者
と
ド
イ
ツ
出
身
の
実
習

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
習
が
経
験

で
き
る
場
所
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ブ

　
太
陽
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱

な
ど
、
地
元
や
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

が
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
結
さ
れ
て

い
る
。
賢
明
な
配
電
シ
ス
テ
ム
（
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
）
が
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
流
れ
を
調
整
す
る
。
地
元
の
物
質

循
環
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
修
理
ワ

コ
シ
テ
ィ
の
建
設
、
運
営
、
維
持
管
理

を
含
む
。
こ
の
研
修
の
引
き
受
け
手
は
、

地
元
企
業
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ー
ト
ナ

ー
、
お
よ
び
退
職
し
た
専
門
家
の
人
々

で
あ
る
。
地
元
に
あ
る
既
存
の
仕
事
を

代
替
す
る
の
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な

都
市
づ
く
り
の
能
力
と
技
術
に
基
づ
い

た
、
新
し
い
教
育
の
仕
事
や
研
修
的
機

会
が
創
造
さ
れ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
し
た
互
恵

的
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
未
来
の
再
生

こ
れ
ら
の
活
動
に
直
接
関
わ
り
、
積
極

的
に
貢
献
し
、
彼
ら
が
選
ん
だ
職
業
固

有
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
創

　
モ
デ
ル
都
市
の
居
住
者
や
運
営
者
の

多
様
な
経
験
や
文
化
的
背
景
は
、
世
界

が
必
要
と
す
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
刺

激
を
生
み
出
す
た
め
に
理
想
的
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
創
造
プ
ロ
セ
ス
を

理
想
的
に
生
み
出
す
環
境
が
、
コ
ミ
ュ

生
は
、
共
用
エ
リ
ア
、
個
室
、
家
族
向

け
の
部
屋
を
備
え
た
ア
パ
ー
ト
で
一
層

あ
た
り
最
大
二
〇
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な

っ
て
共
に
暮
ら
す
。 

三
〜
五
年
の
平
均

実
習
期
間
で
、
ド
イ
ツ
人
、
危
機
地
域

か
ら
の
難
民
、
新
し
く
到
着
し
た
人
々
、

そ
し
て
よ
り
長
い
期
間
農
村
で
暮
ら
し

て
い
た
よ
う
な
人
々
が
、
一
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
階
と
し
て
混
在
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

共
同
教
育

　
す
べ
て
の
研
修
生
は
ド
イ
ツ
人
と
非

ド
イ
ツ
人
の
専
門
家
の
協
力
で
、
平
等

に
教
育
を
受
け
る
。
研
究
生
は
前
述
し

た
教
育
の
二
元
的
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て

グ
ル
ー
プ
で
学
ぶ
。
そ
れ
は
難
民
の
統

合
と
環
境
教
育
の
目
的
か
ら
求
め
ら
れ

る
特
別
な
要
件
に
適
う
だ
ろ
う
。

共
同
作
業

　
実
習
の
実
学
部
分
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
企
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
行
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
モ
デ
ル
都
市
の
建
設
、

運
営
、
維
持
管
理
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
実
習
生
は

キ
ャン
パス
シ
テ
ィの
原
則

エコス
テ
ー
ション

キ
ャン
パス
シ
テ
ィ

エコシティ・国際キャンパス
ヴュンスドルフ

に
暮
ら
し
、
学
び
、
そ
し
て

働
く
。
住
民
の
中
で
最
大
の

グ
ル
ー
プ
と
な
る
の
は
、
最

大
一
万
人
の
国
際
的
な
実
習

生
で
あ
る
。
実
用
的
か
つ
模

範
的
な
方
法
で
、
こ
の
エ
コ

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
移
住
難
民

お
よ
び
居
住
者
達
の
新
し
い

チ
ャ
ン
ス
が
発
露
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
理
論
的
教
育

と
実
践
を
結
び
つ
け
る
　
二

元
的
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
実
践
部
分
は
、
エ

ニ
テ
ィ
的
な
思
考
と
行
動
を

促
進
し
、
技
術
的
に
も
文
化

的
に
も
市
場
的
に
も
強
い
ノ

ウ
ハ
ウ
を
融
合
す
る
構
造
を

介
し
て
、
生
み
出
さ
れ
る
。

　
供
給
と
廃
棄
に
つ
な
が
っ

た
イ
ン
フ
ラ
は
エ
コ
シ
テ
ィ

の
中
心
部
に
あ
る
。
す
べ
て

の
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物

質
循
環
が
こ
こ
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。
学
生
、
研
究
者
、

そ
し
て
一
般
市
民
に
と
っ
て
、
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ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ

り
か
ご
」
の
実
験
室
は
、「
テ
ラ
プ
レ

タ
」
の
製
造
と
同
様
に
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
エ
コ
シ
テ
ィ
の
水
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

栄
養
分
の
循
環
も
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
行
わ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
処
理
さ

た
。
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
は
、
最
先
端
の

技
術
を
駆
使
し
た
世
界
初
の
統
合
さ
れ

た
エ
コ
シ
テ
ィ
に
な
り
、
国
際
標
準
と

し
て
世
界
に
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
な
る
。
世
界
を
照
ら
す
灯
台
の

よ
う
な
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て

ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
と
大
都
市
ベ
ル
リ
ン

│
ポ
ツ
ダ
ム
に
は
多
大
な
機
会
と
新
た

な
展
望
が
開
か
れ
る
。

　
ま
た
、
二
一
世
紀
の
環
境
都
市
開
発

の
モ
デ
ル
で
あ
り
実
験
室
と
し
て
、
こ

の
エ
コ
シ
テ
ィ
は
持
続
可
能
な
土
木
技

術
、
研
究
、
教
育
、
開
発
を
目
指
し
た

国
際
的
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出
す
る
。

住
、
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
や
組
織
と
の
協
力

は
、
長
期
的
に
は
地
域
へ
価
値
を
高
め
、

持
続
可
能
な
成
長
が
促
進
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

　
得
ら
れ
た
経
験
、
専
門
知
識
、
教
育

を
受
け
た
専
門
家
、
そ
し
て
適
用
さ
れ

た
解
決
策
は
、
こ
の
エ
コ
シ
テ
ィ
に
恩

恵
を
も
た
ら
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

地
域
全
体
が
こ
れ
ら
の
資
源
と
ノ
ウ
ハ

ウ
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
持
続
的
な
変
化
の
は
じ
ま
り
を

導
く
可
能
性
を
も
ち
、
新
し
い
企
業
の

設
立
や
そ
の
契
機
と
な
っ
て
、
新
し
い

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出
し
、
そ

し
て
長
期
的
に
は
持
続
可
能
な
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン

ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
一
帯
を
む
す
ぶ
地
域
連
携

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
都
市
計
画

で
建
築
家
の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
イ
ブ
レ
【
註

】
と
、
著
者
の
学
生
達
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
二
〇
一
六
年
に
始
ま
っ
た
。

　
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
の
都
市
的
要
素
と

活
動
内
容
は
、
人
々
が
周
囲
の
環
境
に

自
ら
創
造
的
に
関
わ
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
づ
く

ら
れ
る
。
こ
れ
は
旧
劇
場
と
文
化
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
異
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
の
考
え
方
で
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な

り
、
絵
画
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
演
劇
な

ど
の
文
化
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
シ
ェ
ア
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
よ
う
な

持
続
可
能
性
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
部

屋
と
材
料
（
塗
料
、
器
具
な
ど
）
は
住

民
に
無
料
で
提
供
さ
れ
る
。
こ
こ
の
活

動
成
果
が
、
建
物
、
公
園
、
施
設
と
と

も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ

ン
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
。

　
協
力
と
円
滑
化
、
そ
し
て
談
話
の
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
国
際
ア
カ
デ
ミ

ー
は
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン

そ
の
目
的
は
、
た
っ
た
一
年
で
ド
イ
ツ

に
到
着
し
た
、
気
候
変
動
と
戦
争
に
よ

る
百
万
人
以
上
の
難
民
に
関
す
る
解
決

策
と
し
て
あ
っ
た
。
他
に
参
加
し
た
人

た
ち
は
、
環
境
都
市
主
義
の
著
名
な
先

駆
者
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
レ
イ
ザ
イ
テ
ル

【
註

】
や
、
他
の
分
野
の
一
流
の
科
学

者
や
先
駆
者
た
ち
で
あ
る
。

　
学
際
的
な
ア
イ
ケ
ッ
ク
協
会
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
裏
に
実
現
さ
せ
る

こ
と
と
二
〇
人
以
上
の
主
要
メ
ン
バ
ー

を
迎
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇

一
八
年
六
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
設
立
さ
れ

た
。
そ
れ
以
来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多

方
面
か
ら
多
く
の
支
持
を
受
け
て
き
た
。

内
容
の
具
体
化
や
理
念
の
実
行
の
た
め

に
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
政
治

的
お
よ
び
経
済
的
な
実
現
可
能
性
の
探

求
と
適
切
な
資
金
調
達
に
関
す
る
研
究

が
含
ま
れ
て
い
る
。

翻
訳
＝
片
山
弘
子
、
糸
長
浩
司

パ
ス
シ
テ
ィ
、
異
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

に
続
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
第
四
の
柱
で

あ
る
。
そ
こ
は
、
交
流
、
研
究
と
議
論

の
場
所
で
あ
る
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
の
中
心
と
な
る

の
は
、
二
つ
の
分
野
で
あ
る
。
大
量
難

民
を
引
き
起
こ
す
、
気
候
変
動
と
戦
争

の
関
係
に
関
す
る
研
究
と
同
時
に
、
破

壊
さ
れ
危
機
に
瀕
し
た
地
域
が
ど
う
環

境
に
調
和
し
た
再
生
可
能
な
居
住
地
域

と
な
り
う
る
か
、
そ
の
計
画
を
開
発
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
政
治
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
術
界
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、
平
和
と
統
合
、
そ
し
て

環
境
都
市
主
義
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ま
た
多
面
的
な
活
動

家
と
し
て
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

地
域
も
含
め
て
世
界
に
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
エ
コ
シ
テ
ィ
の
計
画
は
発

表
さ
れ
て
も
、
そ
の
後
二
度
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
単
一
の

問
題
に
対
処
す
る
こ
と
に
止
ま
っ
て
き

な
ぜ
な
ら
、
人
や
、
企
業
、
新
興
企
業
、

投
資
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
先
駆
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
な
魅
力
が
あ

る
か
ら
だ
。
こ
の
エ
コ
シ
テ
ィ
は
国
際

レ
ベ
ル
で
の
協
力
に
お
い
て
魅
力
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
ば
か
り
か
、
ベ
ル

リ
ン
南
部
の
比
較
的
人
口
の
少
な
い
地

域
に
と
っ
て
も
、
魅
力
的
な
展
望
と
な

る
。
経
済
的
刺
激
が
環
境
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
結
び
付
く
。
そ
の
結
果
の
も

と
ら
す
解
決
は
、
未
来
の
市
場
を
開
拓

す
る
た
め
に
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
地
方
に
対
す
る
経
済
的
お

よ
び
環
境
的
刺
激
と
し
て
、
放
棄
さ
れ

れ
地
域
循
環
に
戻
さ
れ
る
。
廃
水
は
こ

こ
で
処
理
さ
れ
、
テ
ラ
プ
レ
タ
の
生
産

に
使
用
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
生
じ
る

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
隣
接
す
る
温
室
に

送
ら
れ
、
植
物
に
二
酸
化
炭
素
を
提
供

す
る
。
魚
や
野
菜
の
生
産
を
受
け
持
つ

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
農
場
も
、
教
育
や

起
業
目
的
の
た
め
に
こ
こ
で
建
設
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
透
明
で
一

般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
意
図
的
に
計

画
さ
れ
て
い
る
。
居
住
者
や
実
習
生
、

ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
訪
問

者
、
そ
し
て
ヴ
ュ
ン
ス
ド
ル
フ
市
民
に

開
放
さ
れ
る
。
直
線
的
で
一
極
集
中
す

る
化
石
燃
料
に
依
存
し
た
都
市
シ
ス
テ

ム
か
ら
、
未
来
の
再
生
可
能
都
市
と
し

て
地
域
と
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
新
し

い
循
環
型
シ
ス
テ
ム
に
体
系
的
に
変
化

す
る
た
め
の
モ
デ
ル
的
な
場
所
と
し
て
、

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
機
能
す
る
。
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
魅
力
的
な
教
育
の

場
と
な
り
、
そ
こ
で
は
環
境
的
な
シ
ス

テ
ム
へ
の
変
化
が
、
目
に
見
え
や
す
く

関
連
的
に
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

註
1 Joachim Eble

2 Herbert Dreiseitl

た
市
街
地
を
開
発
し
、
エ

コ
シ
テ
ィ
と
し
て
自
ら
建

設
す
る
こ
と
は
、
建
設
、

貿
易
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
農

業
、
サ
ー
ビ
ス
と
不
動
産

部
門
、
観
光
業
と
ホ
テ
ル

な
ど
の
、
そ
の
地
区
や
そ

の
周
囲
の
地
域
の
多
様
な

産
業
に
経
済
的
利
益
を
も

た
ら
す
。
一
つ
に
統
合
さ

れ
た
エ
コ
シ
テ
ィ
の
構

築
、
一
万
人
の
学
生
の
移

水
、バ
イ
オ
マス
な
ど
の

物
質
循
環

異
文
化
交
流
セン
タ
ー

国
際
的
な
ア
ピ
ー
ル
力
を

持
っ
た
先
駆
者
へ

持
続
可
能
な
モ
デ
ル
地
帯

ベル
リン
│
ブ
ラン
デン
ブ
ル
ク

国
際
ア
カ
デ
ミ
ー

成人向けのプログラムで講義する筆者

エコシティ・国際キャンパス
ヴュンスドルフ
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